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【国際特許分類】
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   Ｈ０１Ｆ  10/16    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月24日(2011.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板上に遷移金属窒化物で形成された下地層と、
　前記下地層上に、磁気異方性を有する磁性物質からなる複数のドットと、前記ドットを
隔離させる前記磁性物質と異なる異種物質からなる非磁性領域とを備える磁気記録層と、
を備えることを特徴とする磁気記録媒体。
【請求項２】
　前記ドットをなす磁性物質は、Ｌ１０構造を有することを特徴とする請求項１に記載の
磁気記録媒体。
【請求項３】
　前記下地層は、前記磁気記録層と対向する結晶面が（００１）面であることを特徴とす
る請求項２に記載の磁気記録媒体。
【請求項４】
　前記下地層は、前記磁気記録層と５ないし１５％の格子不整合を有することを特徴とす
る請求項３に記載の磁気記録媒体。
【請求項５】
　前記遷移金属窒化物は、ＴｉＮ，ＺｒＮ，ＨｆＮ，ＶＮ，ＴａＮ，ＣｒＮ，ＳｃＮ，Ｍ
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ｏ２Ｎ及びＷ２Ｎからなる群から選択したいずれか一つであることを特徴とする請求項１
に記載の磁気記録媒体。
【請求項６】
　前記ドットをなす磁性物質は、磁気異方性エネルギーが１０６ないし１０８ｅｒｇ／ｃ
ｃであることを特徴とする請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項７】
　前記ドットは、Ｆｅ，Ｃｏ及びＰｔのうち少なくとも一つを含む磁性物質からなること
を特徴とする請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項８】
　前記基板と下地層との間に介在される軟磁性層をさらに備えることを特徴とする請求項
１に記載の磁気記録媒体。
【請求項９】
　前記軟磁性層と下地層との間に介在される中間層をさらに備えることを特徴とする請求
項８に記載の磁気記録媒体。
【請求項１０】
　前記中間層は、絶縁物質からなることを特徴とする請求項９に記載の磁気記録媒体。
【請求項１１】
　前記中間層は、レジン、ＳｉＯ２、ＳｉＮ及びＡｌ２Ｏ３のうちいずれか一つからなる
ことを特徴とする請求項９に記載の磁気記録媒体。
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